
SDGsに関連する取り
組みとしてロゴマーク
を表記しております。

生
命
の
誕
生
に
深
く
携
わ
る
、助
産
師
。

妊
娠
、出
産
、育
児
、更
年
期
…
女
性
の
一
生
を

支
え
、ケ
ア
す
る
専
門
職
で
す
。

病
院
の

お
仕
事
発
見

「
助
産
師
」編

　
出
産
前
か
ら
出
産
時
、そ
し
て
出
産

後
に
渡
り
、母
子
の
心
身
の
健
康
を
支

え
る
助
産
師
。出
産
前
は
、妊
娠
期
間

の
生
活
や
健
康
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、

父
母
に
な
る
心
構
え
を
伝
え
、出
産
に

関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
に
も
寄
り

添
い
ま
す
。出
産
時
に
は
、お
産
を
助

け
、赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
る
分
娩
介

助
。出
産
後
は
、母
子
の
体
調
管
理
か

ら
母
乳
指
導
、退
院
後
の
生
活
や
育
児

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行
い
、

新
し
い
生
命
を
迎
え
た
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、き
め
細
や
か

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
妊
娠
・
出
産
時
だ
け
で
は
な

く
、思
春
期
の
悩
み
や
性
教
育
、更
年

期
の
症
状
、老
年
期
の
健
康
問
題
な

ど
、女
性
の
一
生
に
関
わ
る
心
と
身
体

　破水や陣痛の間隔、血圧、
体温などをチェックしなが
ら、いきみ方や呼吸法の指
導を行い、出産が安全にス
ムーズに進むようにサポート
します。正常分娩であれば医
師の指示を必要とせず、自身
の判断で介助ができます。

　助産師になるには、国家資格である看護師資格と助産師資格の2つが必要となります。看護師の資格を経た後、大
学や短大、養成学校などで１年以上必要な知識などを学ぶことで、助産師国家試験の受験資格が与えられます。また
４年制大学の看護部などにある助産師養成課程に進み、卒業見込みとなる年に両方の国家試験を受験・合格するこ
とで、卒業後すぐに助産師として働きはじめることも可能です。

助産師の主な仕事内容

助産師になるには

資格取得後のキャリアプラン アドバンス助産師

分娩介助

　2015年からはじまった、一般財団法人日本助産評価
機構「CLoCMiP（クリニカルラダー）レベルⅢ認証制度」
の認証を受けた助産師を“アドバンス助産師”と呼びます。
これは、更新制度のない助産師資格において、助産実践
能力を客観的に審査する仕組みです。所属施設の看護部
長による承認を必要とし、書類審査、本試験を通過しては
じめて、アドバンス助産師の認証が得られるのです。

　出産前から産褥期（出産
から６～８週間）、1カ月健診
に至るまで、母子の健康状態
を把握。医師などと連携しな
がら、正常な分娩が行えるよ
うに支援します。また、院内
や自治体での母親学級も保
健指導の一環です。

保健指導
　出産直後の呼吸を促した
り、へその緒を切断したり、
身長や体重の測定も行いま
す。赤ちゃんが子宮外の生活
に慣れていけるように、栄養
管理や体温調節、皮膚状
態、呼吸観察などを中心に、
サポートしていきます。

新生児ケア

高等学校を卒業

看
護
師
免
許

を
取
得

助
産
師
国
家
試
験

助
産
師

看護大学院（2年）

看護大学（4年）※2

助産師養成所（1年）

看護短期大学専攻科（1年）

看護大学専攻科・別科※1（2年）

　JA新潟厚生連の分娩取り扱い病院
● 糸魚川総合病院 （糸魚川市）　● 上越総合病院 （上越市）　● 柏崎総合医療センター （柏崎市）　● 小千谷総合病院 （小千谷市）

● 長岡中央綜合病院 （長岡市）　● 村上総合病院 （村上市）　● 佐渡総合病院 （佐渡市）

※撮影時のみマスクを外しています。

の
ケ
ア
な
ど
も
助
産
師
の
仕
事
の
一
部

な
の
で
す
。

　　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、2
年
以
上
。厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
２
０
２
１
年

の
出
生
数
は
、６
年
連
続
で
過
去
最
少

の
約
82
万
人
で
し
た
。長
岡
中
央
綜
合

病
院
も
例
外
で
は
な
く
、出
生
数
は
大

幅
に
減
少
。対
面
で
の
保
健
指
導
や
母

親
学
級
の
開
催
が
困
難
と
な
り
、面
会

や
立
ち
合
い
出
産
も
叶
わ
な
い
状
況
だ

と
い
い
ま
す
。「
映
像
配
信
や
食
事
の
工

夫
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、気
づ
き

を
大
切
に
、今
ま
で
以
上
に
心
と
身
体

に
寄
り
添
う
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
久
賀
美
里
助
産
師
。出
産
の
不
安
を

笑
顔
へ
と
導
い
て
く
れ
る
、温
か
く
力

強
い
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
心
と
身
体
を

き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト

心
に
寄
り
添
う

コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み

　当たり前が当たり前でな
い今だからこそ、妊婦さんと
の関わり方が重要になりま
す。入院準備や母親学級な
ど対面で行っていた保健指
導をYouTube配信でカバー
したり、元気がなかったら食
事を少し豪華にしてもらった
り…常に何かできることはな
いか模索し続けています。

助産師  久賀  美里
ク ガ ミ サ ト

吉田 康子
ヨシダ ヤスコ

※ 1　大学専攻科の入学資格は、大学卒業者です。
※ 2　保健師・助産師の教育プログラムがある大学では、看護師に加えて保健師・助産師の国家試験受験資格を得ることができます。

長岡中央綜合病院

長岡中央綜合病院
アドバンス助産師 
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　曾
祖
母
が
産
婆
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、幼
い
頃
か
ら
憧
れ
を
抱

い
て
い
ま
し
た
。看
護
学
校
時
代
の
お
産
の
見
学
で
、生
命
の
誕

生
と
そ
れ
に
寄
り
添
う
助
産
師
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の

も
大
き
か
っ
た
で
す
。看
護
師
と
し
て
産
科
病
棟
に
4
年
間
勤

務
し
て
い
る
中
で
、お

産
に
関
す
る
知
識
不

足
を
痛
感
。J
A
新
潟

厚
生
連
の
奨
学
金
制

度
と
就
職
支
援
と
い

う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ

り
、1
年
間
の
休
職
を

経
て
、安
心
し
て
資
格

を
取
得
で
き
ま
し
た
。

助
産
師
は
、2
つ
の
生

命
を
預
か
る
責
任
の

重
い
、瞬
時
に
適
切
な

判
断
が
求
め
ら
れ
る

仕
事
で
す
。未
熟
な
部

分
を
少
し
で
も
補
い
、

頼
り
に
さ
れ
る
助
産

師
を
目
指
し
ま
す
。

厚
生
連
職
員
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
で
、

看
護
師
か
ら
助
産
師
へ
の
夢
を
実
現
！

　新
人
看
護
師
時
代
に
配
属
さ
れ
た
の
が
、産
婦
人
科
病

棟
。そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、看
護
師
で
は
内
診
が
で
き
な
い
、

も
っ
と
お
産
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
で
し
た
。そ

の
後
、助
産
師
資
格
を
取
得

し
、現
在
は
外
来
で
妊
婦
健

診
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

助
産
師
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を

積
む
に
連
れ
、本
当
に
女
性

の
一
生
に
携
わ
る
仕
事
だ
と

実
感
。患
者
さ
ん
の
中
に
は
、

女
性
特
有
の
症
状
で
悩
ん
で

い
な
が
ら
も
、受
診
を
躊
躇

し
た
り
、我
慢
し
た
り
。そ
う

い
う
女
性
を
支
援
し
た
い

と
、常
日
頃
か
ら
声
掛
け
と

気
づ
き
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。受
診
や
相
談
、指
導
を
通

し
て
出
会
え
た
こ
と
で
、少

し
で
も
良
い
方
向
に
進
ん
で

く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

声
掛
け
と
気
づ
き
を
大
切
に
。

助
産
師
資
格
を
生
か
し
て
お
産
に
限
ら
ず

幅
広
い
世
代
を
支
え
る
。

感
動
か
ら
決
意
！

女
性
に
し
か
で
き
な
い
仕
事

　中
学
生
の
時
、性
教
育
の
授
業
の

一
環
で
お
産
の
映
像
を
観
た
の
で
す
。

私
は
こ
う
や
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
ん

だ
と
純
粋
に
感
動
し
て
。こ
の
瞬
間
に

携
わ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

を
考
え
、調
べ
た
結
果
、助
産
師
に
行

き
つ
き
ま
し
た
。人
で
な
い
と
携
わ
れ

ず
、女
性
で
な
い
と
で
き
な
い
。妊
娠

や
出
産
の
場
面
だ
け
で
は
な
く
、人
の

一
生
、「
生
命
」の
部
分
で
関
わ
れ
る
仕

事
だ
と
考
え
ま
す
。

助
産
師
全
員
が
指
導
者
！

行
き
届
い
た
教
育
シ
ス
テ
ム

　長
岡
中
央
綜
合
病
院
に
勤
務
し
て

13
年
。新
人
時
代
、先
輩
方
か
ら
手
厚

く
助
産
師
業
務
を
指
導
を
し
て
い
た

だ
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。そ

の
当
時
は
、マ
ン
ツ
ー
マ
ン
と
い
う
形

だ
っ
た
の
で
す
が
、今
は
全
員
が
指
導

者
。病
棟
全
体
で
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、目
標
や
段
階
を
設
定
し
て
い

ま
す
。安
心
し
て
知
識
や
技
術
が
身

に
つ
け
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、指
導
し
て
い
る
私
た
ち
も
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
こ
で
産
み
た
い
！

頼
ら
れ
、印
象
に
残
る
助
産
師
へ

　現
在
、24
時
間
体
制
の
新
生
児
治

療
室
を
担
当
し
て
い
る
の
で
す
が
、今

ま
で
以
上
に
お
母
さ
ん
方
の
ケ
ア
が

必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。治
療
が

必
要
な
赤
ち
ゃ
ん
と
は
母
子
分
離
の

状
態
が
多
く
、母
乳
を
あ
げ
た
り
、抱

い
た
り
で
き
る
ご
く
当
た
り
前
の
時

間
が
限
ら
れ
ま
す
。表
情
を
見
逃
さ

ず
、心
配
事
を
引
き
出
し
、共
有
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。私
自
身

も
出
産
経
験
者
。知
識
を
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、困
っ
た
と
き
に
私
の

顔
が
浮
か
び
、ま
た
こ
こ
で
産
み
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
存
在
で

あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

2008年看護師免許取得、2009年
助産師免許取得後、JA新潟厚生連
長岡中央綜合病院産婦人科病棟に
勤務。2015年アドバンス助産師に認
証され、2020年認証を更新。2021
年10月からは新生児治療室に勤務。

私
は
　
助
産
師
の
仕
事
が
大
好
き
で
す
！

、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

上越総合病院

アドバンス助産師 吉田 康子
ヨシダ ヤスコ

助産師  小林  由佳
コバヤシ ユカ

助産師  伊藤  久美子
イトウ クミコ

長岡中央綜合病院

佐渡総合病院
助
産
師
と
し
て
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
！

深
い
知
識
と
確
か
な
技
術
を
生
か
し
て

新
生
児
治
療
室
で
母
児
に
寄
り
添
う
。

※撮影時のみマスクを外しています。
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　曾
祖
母
が
産
婆
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、幼
い
頃
か
ら
憧
れ
を
抱

い
て
い
ま
し
た
。看
護
学
校
時
代
の
お
産
の
見
学
で
、生
命
の
誕

生
と
そ
れ
に
寄
り
添
う
助
産
師
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の

も
大
き
か
っ
た
で
す
。看
護
師
と
し
て
産
科
病
棟
に
4
年
間
勤

務
し
て
い
る
中
で
、お

産
に
関
す
る
知
識
不

足
を
痛
感
。J
A
新
潟

厚
生
連
の
奨
学
金
制

度
と
就
職
支
援
と
い

う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ

り
、1
年
間
の
休
職
を

経
て
、安
心
し
て
資
格

を
取
得
で
き
ま
し
た
。

助
産
師
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つ
の
生

命
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預
か
る
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の
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、瞬
時
に
適
切
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判
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求
め
ら
れ
る

仕
事
で
す
。未
熟
な
部

分
を
少
し
で
も
補
い
、

頼
り
に
さ
れ
る
助
産

師
を
目
指
し
ま
す
。

厚
生
連
職
員
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
で
、

看
護
師
か
ら
助
産
師
へ
の
夢
を
実
現
！
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師
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じ
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護
師
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内
診
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で
き
な
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、

も
っ
と
お
産
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サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
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で
し
た
。そ

の
後
、助
産
師
資
格
を
取
得

し
、現
在
は
外
来
で
妊
婦
健

診
を
中
心
に
行
っ
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い
ま
す
。

助
産
師
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し
て
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ャ
リ
ア
を

積
む
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連
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女
性
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一
生
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携
わ
る
仕
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感
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者
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中
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女
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の
症
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で
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で
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が
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、受
診
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り
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り
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女
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頃
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声
掛
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と

気
づ
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切
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し
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ま

す
。受
診
や
相
談
、指
導
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す
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に
。
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。
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。
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携
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携
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れ
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テ
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岡
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り
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逃
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出
し
、共
有
で
き
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よ
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に
心
が
け
て
い
ま
す
。私
自
身

も
出
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。知
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を
押
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の
で
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に
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の
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勤務。2015年アドバンス助産師に認
証され、2020年認証を更新。2021
年10月からは新生児治療室に勤務。

私
は
　
助
産
師
の
仕
事
が
大
好
き
で
す
！

、
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タ
ビ
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ー

上越総合病院

アドバンス助産師 吉田 康子
ヨシダ ヤスコ
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助
産
師
と
し
て
さ
ら
に
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ャ
リ
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ア
ッ
プ
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深
い
知
識
と
確
か
な
技
術
を
生
か
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て

新
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児
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室
で
母
児
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。

※撮影時のみマスクを外しています。
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JA新潟厚生連には助産師になるための
奨学金制度があります

7月7月7月季節の病気季節の病気季節の病気
脱水症

あがの市民病院
内科・医長

後藤 慧
ケイゴトウ

　脱水症は身体に含まれる水分(体液)の量が減少することにより
発症します。体液は水だけではなくナトリウムなどの電解質を含む
水分で構成されており、脱水症では水とともに電解質も減少しま
す。1年を通して起こる可能性がありますが、暑い夏・暖房器具で
空気が乾燥する冬・季節の変わり目などの時期に多くみられます。

○対象者：

○金  額：

【看護専門学校から進学・編入する場合】
助産師学校に進学または助産師資格取得のため看護大学に編入学し、卒業
後に助産師として本会が運営する病院に勤務できる方
1カ月10万円

本会運営の病院に3年間継続
勤務した場合は、返済を免除
します。

○返済について：

　県内7つの医療圏のうち新潟圏域以外の6医療圏が医師少数区域と位
置付けられています。医師偏在指標によると全国平均で239.8人に対し、
新潟県平均は172.7人、新潟圏域は224.5人、それ以外の6圏域は150
人に達しておりません。今後新潟県の地域医療を継続していくためには医
師の確保は必須になります。

ＪＡグループ新潟による医師確保の取組への支援について

新潟県は、テレビや新聞等で報道されているように「医師偏在指標」※2で
全国47位（最下位）に位置付けられる「医師不足県」です。

（医師ナビにいがた引用）

※1 地域枠とは、地域医療に従事する医師を養成することを主たる目的とした学生を選抜する枠のことをいいます。
※２ 全国ベースで医師の多寡を統一的・客観的に比較・評価する指標として設定されました。

二次医療圏医師偏在指標
239.8

172.7

125.2
148.5

121.4
144137

224.5

136.7

下越 新潟 県央 中越 魚沼 上越 佐渡 新潟県 全国

新潟県厚生農業協同組合連合会（JA新潟厚生連）

助産師
をめざす  みなさんへ

資格の取得

〒951-8116 新潟市中央区東中通一番町86番地109

TEL.025-230-2664   FAX.025-228-0990

本会HP：ht tp://www.n i iga ta-kouse i ren . jp/

看護職採用HP：https://niigata-kouseiren-nurse.recruitment-info.jp

申込方法
①申込受付

②提出書類

〒951-8116　新潟市中央区東中通一番町86番地109  　
TEL.025-230-2664　　FAX.025-228-0990E-mai l  :  j inj i@ni igata-kouse iren.jp　

新潟県厚生農業協同組合連合会（JA新潟厚生連） 

　　　　　　　　　　  本部 人事部 人事課

申込・問合せ先

奨学金制度のごあんない
奨学金
月 額 万円貸

与

10
本会病院を一定年数勤務すると資金の返還が免除されます。

新潟県厚生農業協同組合連合会（JA新潟厚生連）

申込時…
● 奨学金貸与申請書※● 履歴書（写真貼付）※● 誓約書（連帯保証人２名、印鑑証明が必要）※

● 健康診断書（在学する学校発行のものでも可）

● 大学の在学証明書・合格通知の写し等
　　※…ホームページよりダウンロードできます貸与内定後…・印鑑登録

・奨学金振込先金融機関届

定員に達するまで年度内随時受付
まずはお気軽にお問い合わせください。

本会HP
看護職採用HP

奨学金制度のごあんない
パンフレットがあります

　「通常のお産ができずに不安
を抱える妊婦さんに寄り添い、
少しでも不安を和らげたい」と
上越総合病院の助産師チームが
始めたのが、出産前のオンライ
ン母親学級です。
　参加者は画面上に集合し、お
産の流れや病院の施設紹介をま
とめた動画を一緒に視聴。質問
コーナーでは心配事などをざっ
くばらんに話してもらいます。
　オンラインでおこなう新時代
の母親学級。産後の授乳編など
様々な内容も、どんどん充実さ
せていく予定です。

妊婦さんに寄り添う新しい母親学級

自宅から気軽にアクセス。
もちろん夫婦で参加もOKです

入院生活をイメージできる動画。
病院職員が撮影・編集しました※2021年3月発行Vol.27より再掲

オンライン母親学級で出産準備をしましょう！
～上越総合病院の取り組み～

JA新潟厚生連の採用サイトでは、
助産師のお仕事を紹介しています！
［採用サイトURL］
https://www.niigata-kouseiren.or.jp/saiyo/

助産師
トピックス

初期症状

　脱水症の初期症状は、口やのどの渇きです。脱水の程
度が進行すると、全身のだるさ、脱力感、皮膚の乾燥、皮膚
をつまんだとき元に戻りにくい、吐き気、嘔吐、手足のふる
え、けいれん、意識の障害、腎機能の低下、血圧の低下な
ど重篤な症状を認める場合もあります。

治療方法

　飲水ができないくらいに具合が悪い場合や水分・塩分補
給を行っても症状が改善しない場合は、速やかに医療機関
を受診してください。体液の喪失により失われた水分、電解
質を補うための点滴治療を行います。

予防方法

　症状が現れる前に、意識してこまめな水分摂取を行いま
しょう。コーヒーや紅茶などのカフェインを含む飲料やアル
コール飲料は利尿作用があり体液の喪失を促すため、水分
補給目的での摂取はお勧めできません。大量の発汗がある
ときは、水分とともに適度な塩分摂取も行ってください。

その他（注意すべきこと）

　暑い時期や空気の乾燥する時期は自覚なしに体液の喪
失が多くなる場合があり、食事量や水分摂取量に大きな変
化がなくても数日以内の急激な体重の減少を認めるときは
脱水症を疑います。心疾患や腎疾患をお持ちで利尿薬を
処方されている方や水分の制限を指導されている方は目標
とする体重を主治医に相談し、その体重の維持を目指した
水分摂取を行うと良いでしょう。

詳しくは
こちらから
ご覧いただけ

ます

詳しくは
こちらから
ご覧いただけ

ます
詳しくはこちらから
ご覧いただけます

次号は「臨床工学技士」編です！

助産師からバトンを受け取りました
「臨床工学技士」です。臨床工学技士の
仕事についての話題をお届けします。
どうぞご期待ください！

〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

※撮影時のみマスクを外しています。

　左の地域枠にかかる新潟県医師養成修学資
金に対してＪＡグループ新潟から支援を頂くこと
になりました。地域医療を安定的・継続的に提供
していくため、将来、厚生連病院で勤務する医師
を確実に確保する事に繋がっていきます。

　新潟県内の医師不足及び医師の地域偏在を解消
すること並びに安定的な地域医療を確保することを
目的に、三者（新潟県、杏林大学、厚生連）が相互に
協力することに合意。医学生養成、医師配置等に関
して令和３年12月22日に協定締結を致しました。

また、看護師からのキャリアアップも支援しています。

地域枠※1にかかる新潟県と杏林大学及び
厚生連の協定締結 ＪＡグループ新潟による支援
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JA新潟厚生連には助産師になるための
奨学金制度があります

7月7月7月季節の病気季節の病気季節の病気
脱水症

あがの市民病院
内科・医長

後藤 慧
ケイゴトウ

　脱水症は身体に含まれる水分(体液)の量が減少することにより
発症します。体液は水だけではなくナトリウムなどの電解質を含む
水分で構成されており、脱水症では水とともに電解質も減少しま
す。1年を通して起こる可能性がありますが、暑い夏・暖房器具で
空気が乾燥する冬・季節の変わり目などの時期に多くみられます。

○対象者：

○金  額：

【看護専門学校から進学・編入する場合】
助産師学校に進学または助産師資格取得のため看護大学に編入学し、卒業
後に助産師として本会が運営する病院に勤務できる方
1カ月10万円

本会運営の病院に3年間継続
勤務した場合は、返済を免除
します。

○返済について：

　県内7つの医療圏のうち新潟圏域以外の6医療圏が医師少数区域と位
置付けられています。医師偏在指標によると全国平均で239.8人に対し、
新潟県平均は172.7人、新潟圏域は224.5人、それ以外の6圏域は150
人に達しておりません。今後新潟県の地域医療を継続していくためには医
師の確保は必須になります。

ＪＡグループ新潟による医師確保の取組への支援について

新潟県は、テレビや新聞等で報道されているように「医師偏在指標」※2で
全国47位（最下位）に位置付けられる「医師不足県」です。

（医師ナビにいがた引用）

※1 地域枠とは、地域医療に従事する医師を養成することを主たる目的とした学生を選抜する枠のことをいいます。
※２ 全国ベースで医師の多寡を統一的・客観的に比較・評価する指標として設定されました。

二次医療圏医師偏在指標
239.8

172.7

125.2
148.5

121.4
144137

224.5

136.7

下越 新潟 県央 中越 魚沼 上越 佐渡 新潟県 全国

新潟県厚生農業協同組合連合会（JA新潟厚生連）

助産師
をめざす  みなさんへ

資格の取得

〒951-8116 新潟市中央区東中通一番町86番地109

TEL.025-230-2664   FAX.025-228-0990

本会HP：ht tp://www.n i iga ta-kouse i ren . jp/

看護職採用HP：https://niigata-kouseiren-nurse.recruitment-info.jp

申込方法
①申込受付

②提出書類

〒951-8116　新潟市中央区東中通一番町86番地109  　
TEL.025-230-2664　　FAX.025-228-0990E-mai l  :  j inj i@ni igata-kouse iren.jp　

新潟県厚生農業協同組合連合会（JA新潟厚生連） 

　　　　　　　　　　  本部 人事部 人事課

申込・問合せ先

奨学金制度のごあんない
奨学金
月 額 万円貸

与

10
本会病院を一定年数勤務すると資金の返還が免除されます。

新潟県厚生農業協同組合連合会（JA新潟厚生連）

申込時…
● 奨学金貸与申請書※● 履歴書（写真貼付）※● 誓約書（連帯保証人２名、印鑑証明が必要）※

● 健康診断書（在学する学校発行のものでも可）

● 大学の在学証明書・合格通知の写し等
　　※…ホームページよりダウンロードできます貸与内定後…・印鑑登録

・奨学金振込先金融機関届

定員に達するまで年度内随時受付
まずはお気軽にお問い合わせください。

本会HP
看護職採用HP

奨学金制度のごあんない
パンフレットがあります

　「通常のお産ができずに不安
を抱える妊婦さんに寄り添い、
少しでも不安を和らげたい」と
上越総合病院の助産師チームが
始めたのが、出産前のオンライ
ン母親学級です。
　参加者は画面上に集合し、お
産の流れや病院の施設紹介をま
とめた動画を一緒に視聴。質問
コーナーでは心配事などをざっ
くばらんに話してもらいます。
　オンラインでおこなう新時代
の母親学級。産後の授乳編など
様々な内容も、どんどん充実さ
せていく予定です。

妊婦さんに寄り添う新しい母親学級

自宅から気軽にアクセス。
もちろん夫婦で参加もOKです

入院生活をイメージできる動画。
病院職員が撮影・編集しました※2021年3月発行Vol.27より再掲

オンライン母親学級で出産準備をしましょう！
～上越総合病院の取り組み～

JA新潟厚生連の採用サイトでは、
助産師のお仕事を紹介しています！
［採用サイトURL］
https://www.niigata-kouseiren.or.jp/saiyo/

助産師
トピックス

初期症状

　脱水症の初期症状は、口やのどの渇きです。脱水の程
度が進行すると、全身のだるさ、脱力感、皮膚の乾燥、皮膚
をつまんだとき元に戻りにくい、吐き気、嘔吐、手足のふる
え、けいれん、意識の障害、腎機能の低下、血圧の低下な
ど重篤な症状を認める場合もあります。

治療方法

　飲水ができないくらいに具合が悪い場合や水分・塩分補
給を行っても症状が改善しない場合は、速やかに医療機関
を受診してください。体液の喪失により失われた水分、電解
質を補うための点滴治療を行います。

予防方法

　症状が現れる前に、意識してこまめな水分摂取を行いま
しょう。コーヒーや紅茶などのカフェインを含む飲料やアル
コール飲料は利尿作用があり体液の喪失を促すため、水分
補給目的での摂取はお勧めできません。大量の発汗がある
ときは、水分とともに適度な塩分摂取も行ってください。

その他（注意すべきこと）

　暑い時期や空気の乾燥する時期は自覚なしに体液の喪
失が多くなる場合があり、食事量や水分摂取量に大きな変
化がなくても数日以内の急激な体重の減少を認めるときは
脱水症を疑います。心疾患や腎疾患をお持ちで利尿薬を
処方されている方や水分の制限を指導されている方は目標
とする体重を主治医に相談し、その体重の維持を目指した
水分摂取を行うと良いでしょう。

詳しくは
こちらから
ご覧いただけ

ます

詳しくは
こちらから
ご覧いただけ

ます
詳しくはこちらから
ご覧いただけます

次号は「臨床工学技士」編です！

助産師からバトンを受け取りました
「臨床工学技士」です。臨床工学技士の
仕事についての話題をお届けします。
どうぞご期待ください！

〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

※撮影時のみマスクを外しています。

　左の地域枠にかかる新潟県医師養成修学資
金に対してＪＡグループ新潟から支援を頂くこと
になりました。地域医療を安定的・継続的に提供
していくため、将来、厚生連病院で勤務する医師
を確実に確保する事に繋がっていきます。

　新潟県内の医師不足及び医師の地域偏在を解消
すること並びに安定的な地域医療を確保することを
目的に、三者（新潟県、杏林大学、厚生連）が相互に
協力することに合意。医学生養成、医師配置等に関
して令和３年12月22日に協定締結を致しました。

また、看護師からのキャリアアップも支援しています。

地域枠※1にかかる新潟県と杏林大学及び
厚生連の協定締結 ＪＡグループ新潟による支援
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